
 

 

 

 

１学期終了。充実した夏休みを！ 

-夏休みに挑戦したいことは？- 
７月２０日（水）、１学期の終業式を行いま

した。最近は、コロナウイルス感染者数が急増

したり、前日１９日は大雨警報が発表されて、

登校が心配されたりしましたが、無事、全学年

そろって終業式を行うことができました。 

式では、各学級の代表者６名が１学期を振り

返り、行事や学校生活で頑張ったことを発表し

ました。また、それぞれの担任からも頑張りを

認め、エールを送る一言が伝えられました。 

 始業式では、代表６名の発

表でしたが、６名以外の生徒

たちも、よく頑張った１学期

だったと思います。ご家庭で

も、ぜひ頑張りを認めて言葉

で伝えていただきたいと思い

ます。 

 

 夏休みの３５日間は、何かに挑戦して充実し

た休みにしてもらいたいと思います。特に、３

年生は、部活動を引退して受験勉強する絶好の

機会です。「夏を制する者は、受験を制す」と

よく言われます。受験に限らず、体づくりや趣

味などに、思う存分没頭する夏にしてほしいと

思います。 

生徒会総務部が、「夏休みに挑戦したいこ

と」を書いた短冊を生徒玄関に掲示していま

す。機会があればご覧いただき、「頑張る夏」

にご家庭でもお声掛けをお願いします。 

三養基・神埼地区中体連 

暑い２日間の、熱い戦いでした 
７月２日(土)、３日(日)は、三養基・神埼地

区中学校総合体育大会が行われました。熱中症

が心配される暑い２日間でしたが、暑さに負け

ず、選手たちは、持てる力をしっかりと出して

闘いました。 

結果は、全ての部が満足のいく結果とはいき

ませんでしたが、１試合１試合で見せてくれ

た、集中する表情や最後まであきらめず向かっ

ていく姿は、大変すばらしかったです。 

【入賞結果】 

〇ソフトテニス 団体優勝（県大会出場） 

個人戦１位  

個人戦５位  

 （県大会出場） 

  〇サッカー  ２位 

 〇軟式野球  ３位 

 〇バレーボール３位 

 

 

この夏、ほとんどの３年生が部活動を引退

し、１・２年生の新体制となっていきます。こ

れからは、先輩の背中を追いかけてきた後輩た

ちの活躍に期待したいと思います。 

どの会場も大変暑い中、コロナ対策にご協力

いただきながら応援してくださった保護者の皆

様、本当にありがとうございました！ 

 

学校教育目標  「 三根中学校に誇りを持つ生徒を育てる ～自主・自律・寛容の態度形成を通して～ 」 

生徒会スローガン「誠心誠意！自律心溢れる三根中学校 ～みんなで語り合い未来を創る生徒会～  」  

校長 有馬 ゆかり 第６号 令和４年７月2２日(金)
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「夏休みに挑戦したいこと そのために…」 

生徒一人一人が書いた短冊です 

おめでとう！ 



３年生はいよいよ 

進路を本格的に考える時期に 
 部活動を引退した３年生は、自分の進路を本

格的に考える時期に入ります。 

 ６月１７日には、私立高校と県立高校の先生

方にご来校いただき、各校の説明をしていただ

きました。生徒たちは、参加してくださった保

護者の方とともに、興味がある高校の説明を真

剣に聞き、質問をしていました。 

 夏休み中は、各高校の体験入学も予定されて

います。将来の夢を実現するためには、どの高

校で学べばいいのか、自分がやりたい部活動は

どの高校がよさそうか……など、しっかりと情

報を入手して決めてほしいと思います。 

 

２年生は、建設業協会主催の 

出前授業を受けました 
コロナ禍の中、以前は行っていた２年生の職

場体験学習が、ここ数年できていません。そこ

で、体験ができる職業学習として、７月７日に

鳥栖建設業協会 青年部の方々に出前授業をし

ていただきました。 

授業では、ドローン飛行を見学したり測量体

験や重機の操作をしたりと、珍しい体験をさせ

ていただきました。 

講話では、「建設業は、みんなの暮らしを便

利に、そして危なくないようにする仕事」であ

り「災害の時にみんなを守る仕事」であると紹

介されました。また、仕事のやりがいは、「多

くの人の力と知恵を合わせて完成させる喜び」

や「造ったものがそこにある喜び」であると、

仕事に携っている人ならではのお話を聴くこと

ができました。 

世の中は、多様な仕事で成り立っています。

生徒が将来どんな仕事に就きたいかを考えるた

めに、多くの情報を提供したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生は､白石焼の体験を通して

ふるさとの文化を学んでいます 
1年生は、総合的な学習の時間に「ふるさと

を知る～白石焼を体験して～」というテーマ

で、ふるさとの文化を学んでいます。 

授業では、みやき町の窯元 裕翠窯の 

鮎川 裕樹氏を特別講師としてお招きして、講

話を聞いたり作陶体験をしたりしています。 

１学期は、苦戦しながら粘土で湯のみや器な

どの形までを作成しました。９月には、釉薬か

けをして仕上げていきます。出来上がった作品

は文化発表会で展

示予定です。 

ふるさとの文化

を大切に引き継

ぎ、時代のニーズ

も取り入れて作陶

される技術や思い

を、体験をしなが

ら学んでいます。 

面談、ありがとうございました 
７月１１日（月）～１５日（金）の５日間、

全校面談（二者面談）を行いました。お忙しい

中、時間を作ってご来校いただきありがとうご

ざいました。 

お子さまの様子をお聞きになりたい時や相談

事など、いつでもお気軽にご連絡ください。 

作陶体験：苦戦しながらもなんとか器の形に 

鮎川先生から白石焼の歴史

や特徴をお聞きしました 

６月１７日の県立・私立高校説明会の様子 

小型バックホウによる試乗体験の様子 


